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道路占用の許可基準（抜粋） 

 

〇道路（高架下）占用が可能となる物件 

高架の道路の路面下に設ける事務所、店舗、倉庫、住宅、自動車駐車場、自転車駐車場、 

広場、公園、運動場その他これらに類する施設 

 

〇許可基準 

・高架の占用により、周囲の道路の交通に著しい支障が生ずるものでないこと。（中略） 

・占用物件の構造は、耐火構造その他火災により道路の構造又は交通に支障を及ぼさないと認めら

れる構造とすること。 

・天井は、必要強度のものとし、必要な消化施設を設置すること。この場合のおいては、あらかじ

め消防当局と十分打ち合わせておくこと。 

・天井は、原則として高架の道路の桁下から1.5ｍ以上空けること。 

・壁体は、原則として、高架の道路の構造を直接利用しないものであるとともに、橋脚から1.5ｍ

以上空けること。 

・占用物件を利用する車両等の衝突により、高架の道路の橋脚等に損傷が発生するおそれのある場

合には適切な場所に保護柵等を設置すること。 

・高架の道路からの物件の落下等高架下の占用に危険を生ずるおそれのある場合においては、占用

主体（占用許可を受けて利用する者）において安全確保のため必要な措置を講ずること。 

・高架下から車道への飛び出し事故等を防止するため安全策が十分に講じられていること。 

・次に掲げる物件の占用は、許可しないものとする。 

① 事務所、倉庫、店舗その他これらに類するもののうち、易燃性若しくは爆発性物件、 

その他危険と認められるものを搬入し、若しくは貯蔵し、又は使用ためのもの。 

② 悪臭、騒音等を発する物件を保管又は設置するもの。 

③ 公序良俗に反し、社会通念上不適当であるもの。 
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道路占用許可の条件（抜粋） 
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〇その他の条件（個別条件） 

・現況フェンスの補修等は占用者にて行うこと。 

・公社が行う点検時等において占用物件を必要とする時はその一部を使用させること。 

・上記の場合で占用物件を公社が使用した際の補償等について占用者が請求することはできな

いものとする。 

・占用物件内における管理瑕疵については占用者が一切の責任を負うものとする。 

 


